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社
会
福
祉
法
人
七
峰
会

　
理
事
長
　
大
平
　
和
夫

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
、
青
森
県
内
で
優
秀
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
介
護
事
業
所
を
持
ち
、
人
材

基
盤
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
盤
・
財
務
基

盤
等
総
合
的
に
優
れ
た
経
営
を
行
っ
て

い
る
法
人
を
評
価
す
る
青
森
県
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
認
証
評
価
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
七
峰
会
は
記
念

す
べ
き
第
一
回
目
の
認
証
法
人
と
な
り

ま
し
た
事
を
、
新
年
に
あ
た
り
皆
様
と

慶
び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
は
七
峰
会
発
足
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
役
職
員
や
関
係
者
の

皆
様
方
の
ご
努
力
が
実
を
結
ん
だ
も
の

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

又
、
昨
年
十
一
月
十
一
日
に
社
会
福

祉
法
人
制
度
の
改
正
が
発
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

概
要
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
社
会
福

祉
法
人
に
評
議
員
を
設
置
し
理
事
や
監

事
と
の
役
割
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
権
限
や
責
任
の
強
化
を
図
る
事
。
定

款
や
決
算
書
、
役
員
・
評
議
員
に
関
す

る
情
報
を
開
示
す
る
事
。
毎
年
決
算
に

お
い
て
経
営
資
産
に
つ
い
て
の
収
支
残

額
に
つ
い
て
計
画
的
に
使
用
を
進
め
る

事
。
そ
し
て
制
度
の
挟
間
に
あ
る
福
祉

を
要
す
る
事
柄
に
つ
い
て
地
域
貢
献
の

取
組
み
を
義
務
付
け
る
事
等
で
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
に
は
二
つ
の
考
え
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
に
は
高
い
公
益

性
を
持
つ
社
会
福
祉
法
人
の
使
命
を
改

め
て
認
識
し
事
業
を
行
う
事
、
二
つ
目

に
は
こ
れ
ま
で
施
設
主
導
で
あ
っ
た
社

会
福
祉
事
業
が
、
今
後
は
社
会
福
祉
法

人
が
責
任
を
も
っ
て
事
業
経
営
を
進
め

る
事
で
す
。

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
創
始
者
の
松
下
幸
之

助
さ
ん
は
、「
こ
の
世
は
あ
ら
ゆ
る
面

で
絶
え
ず
変
化
し
て
い
く
。
だ
か
ら
そ

の
中
で
発
展
す
る
た
め
に
は
社
会
の
変

化
に
適
応
し
、
む
し
ろ
一
歩
先
ん
じ
て

い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
昨

日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
へ
と
常

に
よ
り
良
く
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
こ
の
変
化
に
対
し
て
、
社
会

福
祉
の
充
実
発
展
と
、
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援

ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

て
、
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。



2峰のひかり

会
長　

工
藤　

幸
造

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
よ
り
拓
友
会
の
事
業
に
ご
理
解
・
ご

協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
は
『
拓
光
園
グ
ル
ー
プ
』
の

総
合
施
設
長
が
代
わ
り
、
新
体
制
が
始
ま

り
ま
し
た
。
今
年
も
職
員
の
皆
さ
ん
と
一

丸
と
な
っ
て
、『
拓
光
園
グ
ル
ー
プ
』
の

利
用
者
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
更
な
る
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

会
長　

芳
賀　

文
彦

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
つ
も
利
用
者
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

ご
支
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

安
心
と
安
全
、
日
々
の
暮
ら
し
が
さ
ら

に
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
家
族
会
も

で
き
る
限
り
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長　

羽
賀　

洋
子

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
他
県
の
障
が
い
者
施
設
で
痛
ま

し
い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
施
設
を
利

用
す
る
人
々
が
安
心
し
て
生
活
出
来
る
よ

う
に
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
利
用
者
の
皆
様
、

職
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
良
き
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
心
よ
り
願
っ
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

会
長　

對
馬　
　

隆

　

新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
家
族
と
し
て
、
サ
ン
ア
ッ
プ

ル
ホ
ー
ム
に
安
心
し
て
一
日
で
も
長
く
お

願
い
で
き
れ
ば
有
難
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
出
来
れ
ば
、
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム

へ
の
一
助
と
な
る
様
な
家
族
会
に
な
れ
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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法
人
本
部
事
務
局�

主
任　

東
谷　

康
生

　

平
成
２８
年
１０
月
２７
日
（
木
）、
青
森
県

庁
に
て
「
青
森
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

認
証
評
価
制
度
」
に
よ
る
認
証
授
与
式
が

執
り
行
わ
れ
、
当
法
人
が
第
１
回
の
認
証

を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
法
人
に
対
し
、サ
ー
ビ
ス
の
質
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
、
地
域
と
の
交
流

な
ど
多
く
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
設
け
ら

れ
、
そ
れ
ら
を
ク
リ
ア
し
て
総
合
的
に
秀

で
た
法
人
と
し
て
県
が
認
証
す
る
も
の
で

す
（
３
年
毎
に
更
新
さ
れ
ま
す
）。

　

認
証
を
受
け
る
と
各
種
の
支
援
策
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
認
証
を
契
機
に
法
人
理
念
の
も

と
、
更
に
良
質
で
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
家
族
会

�

（
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
）

山
友
会
（
山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ
）

旭
光
園
家
族
会
（
旭
光
園
グ
ル
ー
プ
）

拓
友
会
（
拓
光
園
グ
ル
ー
プ
）

青
森
県
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
認
証
評
価
制
度

会
長　

疋
田
俊
一
郎

　

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
申
年
で
災
い
も
な
く
、
無
事
過
ご

し
、
今
年
は
酉
年
“
不
動
明
王
＂
様
の
使

い
で
平
安
を
与
え
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
に

甘
え
、
私
達
も
、
年
々
福
祉
環
境
が
厳
し

い
状
況
の
中
で
、利
用
者
の
生
活
向
上
や
、

施
設
・
熊
嶋
自
治
会
等
に
支
え
ら
れ
、
霊

峰
岩
木
山
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
利
用
者
の
絆

を
大
切
に
し
、
尚
一
層
、
健
全
な
心
友
会

と
連
携
を
密
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

心
友
会
（
拓
心
館
グ
ル
ー
プ
）

会
長　

佐
藤　

道
子

　

新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す

　

昨
年
十
月
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
七
峰

会
が
青
森
県
知
事
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
青
森
県
認
証
を
い
た
だ
き
、
誠
に
喜

ば
し
い
事
と
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

た
い
へ
ん
厳
し
い
介
護
の
現
場
へ
の
今
回

の
認
証
は
、
職
員
の
皆
様
の
頑
張
り
の
賜

物
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
、

家
族
会
も
一
緒
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

山
郷
館
く
ろ
い
し
家
族
会

�

（
山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ
）

家
族
会
の
ご
挨
拶
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事
務
局　

主
任　

東
谷　

康
生

　

平
成
２８
年
１０
月
１４
日
（
金
）、
七
峰
会

後
援
会
に
よ
る
「
平
成
２８
年
度
施
設
訪
問

研
修
」
が
行
わ
れ
、
４３
名
の
方
々
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
弘
前
市
緑
ヶ
丘
へ
開
設
予
定

の
共
同
生
活
援
助
事
業
所
『
グ
リ
ー
ン
ヒ

ル
』（
拓
光
園
グ
ル
ー
プ
）
と
平
成
２８
年

７
月
１
日
に
増
築
し
、
新
た
に
パ
ワ
ー
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
器
を
設
置
し
た

『
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば
』
の

２
ヶ
所
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
り
ん

ご
公
園
、
津
軽
ダ

ム
な
ど
を
経
由

し
、
紅
葉
目
当
て

に
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

に
て
岩
木
山
８
合

目
へ
向
か
い
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の

天
候
で
し

た
が
、
雲

の
切
れ
間

に
垣
間
見

る
紅
葉
を

眺
め
る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。
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シ
リ
ー
ズ
「
か
だ
る
」

「
か
だ
る
」

山
郷
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し

　
　
　
　
　
　
　

指
導
員　

木
村
美
和

　

私
は
平
成
２７
年
４
月
に
採
用
に
な
り

「
障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
く
ろ
い
し
」

へ
配
属
に
な
り
ま
し
た
。
始
め
は
介
護
に

関
し
て
何
も
知
識
が
無
か
っ
た
為
、食
事
、

入
浴
、
移
乗
等
全
て
の
事
が
分
か
ら
ず
、

自
分
の
事
に
精
一
杯
で
利
用
者
の
皆
さ
ん

に
は
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
う
事
ば
か
り
で

し
た
。
介
護
の
仕
事
に
少
し
慣
れ
て
き
た

頃
、
今
度
は
利
用
者
さ
ん
と
の
関
わ
り
や

技
術
不
足
に
悩
み
、
自
信
を
無
く
し
不
安

で
辛
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。そ
ん
な
時
も
、

一
緒
に
働
い
て
い
る
先
輩
が
親
身
に
な
っ

て
相
談
に
乗
り
、
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
先
輩
の
皆
さ
ん
か
ら
利
用
者
さ
ん

と
の
関
わ
り
方
や
介
護
技
術
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
事
で
、
利
用
者
さ
ん
と
再
び
良

好
な
関
係
を
築
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
２８
年
の
春
か
ら
は
「
山
郷
館
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し
」
に
異
動
と

な
り
利
用
者
さ
ん
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
を

繋
ぐ
相
談
支
援
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
少
し
は
大
学
で
の
学
び
が
い

か
せ
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
経
験
不
足

か
ら
日
々
新
し
く
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
ば
か
り
で
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

や
新
し
い
相
談
の
電
話
が
来
る
と
毎
回
緊

張
し
て
し
ま
い
、
聴
き
取
り
の
難
し
さ
を

実
感
し
て
い
ま
す
。し
か
し
そ
ん
な
時
も
、

上
司
や
先
輩
が
支
え
て
く
れ
て
日
々
学
び

を
深
め
る
事
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
積
極
的
に
研
修
へ
も
参
加

し
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
未
熟
で
知
識
も
経
験
も
不

足
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
さ
ん
と
関
わ

り
な
が
ら
上
司
、
先
輩
に
指
導
し
て
い
た

だ
き
、
よ
り
良
い
支
援
を
し
て
い
く
事
が

で
き
る
よ
う
仕
事
に
向
き
合
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

七
峰
会
後
援
会

 

施
設
訪
問
研
修

○
平
成
２８
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会

�

（
平
成
２８
年
１１
月
１１
日
）

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】

　
法
人
本
部�

大
平
　
和
夫

【
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

　
拓
心
館
グ
ル
ー
プ�

福
士
八
重
子

○
第
６５
回
青
森
県
社
会
福
祉
大
会

�

（
平
成
２８
年
１１
月
１５
日
）

【
青
森
県
社
会
福
祉
大
会
表
彰
】

　
拓
光
園
グ
ル
ー
プ�

赤
石
　
純
悦

�

髙
橋
　
秀
彰

　
拓
心
館
グ
ル
ー
プ�

阿
保
　
育
子

　
山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ�

一
戸
笑
美
子

　
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ�

田
村
千
賀
子

�

大
家
千
佳
子

�

倉
光
　
美
子

○
平
成
２８
年
度
弘
前
市
社
会
福
祉
大
会

�

（
平
成
２８
年
１１
月
１８
日
）

【
名
誉
大
会
長
・
大
会
長
表
彰
】

　
拓
光
園
グ
ル
ー
プ�

工
藤
　
暁
子

　
拓
心
館
グ
ル
ー
プ�

奈
良
万
知
子

　
山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ�

齋
藤
　
尚
子

　
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ�

山
上
　
誓
子

�

渋
谷
千
代
子

�

吉
崎
　
美
河

�

工
藤
　
政
子

　
山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ�

葛
西
　
伸
也

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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総合支援事業総合支援事業 障 が い 者 支 援 事 業障 が い 者 支 援事業 高齢者介護事業高齢者介護事業 居宅介護
支援事業
居宅介護
支援事業

主 に 知 的
山
郷
館
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

サ
ン
ア
ッ
プ
ル

　
　居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

青
森
県
指
定

津
軽
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー ☎

○
２
１
３
１

97
　
☎
○
４
５
２
４

82

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー 

☎
○
３
７
５
８

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ッ
プ
ル 

☎
○
２
７
７
８

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
い 

☎
○
２
０
１
３

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
か
ば 

☎
○
１
１
７
６

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば 

☎
○
１
１
６
５

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
３
１

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
か
ば
」 ☎
○
１
８
８
８
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障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
弘
前

山
郷
館
児
童
・
障
害
者

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん

山
郷
館
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
く
ろ
い
し

山
郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石

福
祉
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
パ
レ
ッ
ト
」

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
ラ
イ
フ
」

山
郷
館
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず

山
郷
館
く
ろ
い
し
（
短
期
入
所
） ☎

○
０
２
５
０

96

主 に 身 体
山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
○
２
４
０
０

31

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
○
２
１
０
０

95

黒
石
市
委
託
事
業

山
郷
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し

山
郷
館
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス　
☎
○
５
０
１
８

88

　
☎
○
０
６
２
０

59
☎
○
２
２
１
１

☎
○
７
３
０
０

☎
○
９
０
４
０

☎
○
２
２
１
１

☎
○
３
０
７
０

☎
○
５
０
１
８

☎
○
６
０
８
０

☎
○
２
３
４
４

☎
○
８
６
５
０

☎
○
３
０
７
０

障
害
者
支
援
施
設
旭
光
園

旭
光
園
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

福
祉
ホ
ー
ム
「
さ
わ
ら
」

旭
光
園
相
談
支
援
事
業
所

旭
光
園
グ
ル
ー
プ

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

障
害
者
支
援
施
設
拓
光
園

拓
光
園
生
活
介
護
事
業
所

拓
光
園
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
障
害
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
日
中
一
時
支
援
事
業
所

拓
光
園
共
同
生
活
介
護
事
業
所

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

津
軽
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き

自
立
訓
練
事
業
「
通
勤
寮
拓
心
館
」

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ぁ
と

エ
イ
ブ
ル

七
峰
会
総
合
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ビ
リ
ー
ブ

就
労
訓
練
施
設
「
勇
心
学
園
」

生
活
自
立
寮
「
コ
ー
ポ
ラ
ス
よ
ろ
こ
び
」

拓
心
館
グ
ル
ー
プ

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
７
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
８
０

☎
○
９
０
６
０

☎
○
５
７
４
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
４
５
２
０
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い
か
が
で
す
か

～
就
労
活
動
製
品
の
紹
介
～

豆乳プリン・お豆富のご注文・ご意見・ご要望は「就労サポートひろさき」へ
※豆乳プリンは現在、注文販売となっています。
TEL 0172-82-5570　FAX 0172-82-5730 拓心館グループ 詳しくは 拓心館

【絹仕立ての豆乳プリン】
１個　150円(税込)

【きみまち豆富】（きぬ・もめん）
１丁　400g 108円(税込)

就労サポートひろさきでは、利用者さんの「働く」を支える活動として、豆腐製造に力を入れてきました。この度、豆腐製造の強
みを活かした新たな商品として、「絹仕立ての豆乳プリン」を開発いたしました。
口どけなめらかなで濃厚な味が自慢のスイーツです。ぜひご賞味下さい。手作りにこだわった「きみまち豆富」も引き続き、よろ
しくお願いします。

　

今
年
の
干
支
は
「
丁

酉
（
ひ
の
の
と
り
）」
で

す
。
皆
様
に
と
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
く
飛
躍
の
一

年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
し
、
本
年
も
引
き

続
き
御
愛
読
下
さ
い
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。�
広
報
委
員
　
原
子
　
み
ど
り

小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
施
設
っ
て
何
？
②

　

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ�

総
括
主
任　

福
原　

郁
子

　

前
号
は
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
」
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
・
ど

ん
な
方
が
利
用
で
き
る
の
？
と
い
う
テ
ー
マ
で

し
た
が
、
今
号
は
具
体
的
な
利
用
に
つ
い
て
説

明
致
し
ま
す
。

○
通
院

　
「
ヘ
ル
パ
ー
」
で
は
出
来
な
か
っ
た
院
内
介
助

が
小
規
模
多
機
能
型
で
は
提
供
で
き
ま
す
（
た

だ
し
常
に
介
助
を
要
す
る
方
は
で
き
る
）
例
え

ば
、
認
知
症
の
方
な
ど
、
上
手
く
自
分
の
症
状

を
伝
え
ら
れ
な
い
医
師
の
話
を
理
解
で
き
な
い

と
い
う
方
等
、
通
院
介
助
を
利
用
す
る
事
に
よ

り
、
ご
家
族
だ
け
で
は
な
く
介
護
ス
タ
ッ
フ
も

医
師
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
医
療
と
の
連
携
が

図
ら
れ
、
よ
り
円
滑
な
在
宅
生
活
を
継
続
で
き

ま
す
。

○
買
い
物

　
「
ヘ
ル
パ
ー
」
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
買
い
物
の

代
行
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
利
用
者
さ
ん

は
、
自
ら
が
ス
ー
パ
ー
等
で
買
い
物
す
る
と
い

う
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
小
規
模
多
機
能
型
の

「
通
い
」
の
利
用
者
さ
ん
は
、
事
業
所
か
ら
買
い

物
や
散
歩
に
出
か
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
外

出
が
自
由
に
出
来
る
の
で
、
生
活
に
必
要
な
物

を
自
分
で
買
い
揃
え
た
り
で
き
ま
す
。

○
通
所

　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
、
決
ま
っ
た
曜
日
、

時
間
で
の
利
用
に
な
り
ま
す
（
た
だ
し
時
間
短

縮
／
時
間
延
長
は
あ
る
）
小
規
模
多
機
能
で

は
、
例
え
ば
、
夕
食
を
食
べ
て
か
ら
帰
る
、
入

浴
だ
け
の
２
～
３
時
間
の
利
用
な
ど
、
そ
の
方

の
利
用
希
望
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
可
能

と
な
り
、
利
用
料
金
に
変
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
宿
泊

　
「
宿
泊
」
も
理
由
が
あ
れ
ば
、
宿
泊
日
数
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
病
院
か
ら
直
接

自
宅
に
戻
る
に
は
、
利
用
者
さ
ん
も
家
族
も
不

安
が
あ
る
場
合
、
１
～
２
か
月
連
泊
し
、
こ
の

間
に
機
能
訓
練
と
生
活
の
体
制
を
整
え
ま
す
。

そ
し
て
自
信
が
つ
い
て
き
た
ら
、
週
末
を
自
宅

で
過
ご
す
こ
と
か
ら
始
め
「
通
い
」
と
「
宿
泊
」

を
交
互
に
使
い
な
が
ら
在
宅
生
活
に
戻
り
ま
す
。

　

次
回
は
、
具
体
的
な
利
用
パ
タ
ー
ン
を
カ
レ

ン
ダ
ー
を
使
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

◦
建
設
予
定
地

　

弘
前
市
大
字
高
杉
字
長
谷
野
１
４
３-

１

◦
お
問
い
合
わ
せ
及
び
お
申
し
込
み

　

サ
ン
ア
ッ
プ
ル

　
　

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

℡ 

９
７-

２
１
３
１

　
平
成
28
年
11
月
８
日
（
火
）、
評

議
員
・
理
事
の
葛
原
新
悦
様
が
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

　

葛
原
氏
は
、
法
人
職
員
と
し
て

昭
和
59
年
５
月
よ
り
９
年
間
在
職
し
、
昭
和
60
年
３

月
よ
り
法
人
理
事
、
平
成
７
年
３
月
よ
り
更
に
法
人

評
議
員
を
共
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


